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日本産水接甲虫類の分類学的覚え書, I*
佐 藤  正

、、

日本の水j要中虫類に関しては,  いろいろな知見が Trans ent. Soc. London,1884 : 440. - RtGIMBART,
集約され,  かなりの程度まで判ってきたといつてよ 1899, A nn. Soc. e n t . F rance, 68:  l 91. -

いが, まだ分類学的に多くの間題を内在している。 ZIMMER.、lANN, 1924, Ent. B11itt., 20: 75. -

筆者は, 最近日本近隣地域の多くの標本を検する機 TAK1zA、、'A, 1931, Ins. Mats., 5: 140. - KA、l1YA,
会を得たり, 1981 年にヨーロッパの幾つかの博物館 1932, Kon tyu, 5 : 203, pl. 6, fig.   3.
を,訪れ,  主として日本産種に関速ある模式系列の標 - KAM1yA, 1936, Fauna Nippon., 10 (8-6) :
本を調べたりした結果, 新しく処置しなければなら 42, fig.  23.  - KA・、l l、'A, 1943, J.  Shanghai
ない分類学的知見がいろいろ Sci. Inst., l3 : 457.  -
と出てきた。 さらに, まだ新
しく記録しなければならない
種もあったりする。そこで,
それらについて新しい取り扱
いなり, 新しい記録を順次報
告していきたいと思う。

Fami ly Hal ipl idae
コガラシミズムシ科
この科は,  日本からPelto-

dytes, Haliphts 2 属が知ら
れ 戦前ではi d沢 求 ( l931
と神谷一 (1936) が総説を
Itき, 戦後は中社是i ﾜ彦 (1963
がそれらを正すかのように幾
つかの新種を tt き, 図説した
りした。それでかなりまとま
っているかのように見える。
しかし, ahpius属について
は, やや混乱しているような
ので, つぎのように学名を一
応推理してみた。  といつて
も,  これですべて片付いた
ではなく, 琉球列島を含めて
まだ少々、一解決の問題は残っ
ている。

Fig. 1. Ifal i f, I ts (Ha l ipl i,11‘s) jape;11(・s
SHARP クビポソコガシラミズムシ

ZAITzEv, 1953, Fauna
USSR,  4 (58) : 56.
ahpil e amiya i NAKANE,
1963, Fragm. coleopt.,
l6): 25(Tokyo). - NAKA-
NE, 1963, in Icon.  Ins.
Jap. Co. na t. ed., 2
(Coleopt ): 55,  pl. 28,
fig. 5.  Syn.  nov.

Hal iplus ru fco11is: 0HKu-
RA, 1954, in Colour. Il l.
Ins. Japan, Coleopt. :
145,  pI.  52,  fig. 2.
ah ius min tus: 0HKURA,
1968, i n Colour. Il l.
Ins. Japan, Coleopt.,
Enlarg. Re v. E d : 203,
pl. 64,  fig. 2.
分布:  日本 (.1ヒ海道, 本州,
四国, 九州), 中国。
中根 (1963) は,  かって神
谷 (1932,  l936) が図,J、した
ような地 中央に-l一字形の大
きな紋をもつ個体をkamiyai
とした。しかし,  点刻,  ,超輸
の斑被,  体形などはいろいろ

H,aliplus ( Haliplinus) J'aponicus SHARP と変化が多いので, それは jaPontcus の変異の範
クビボソコガシラミズムシ
ah'piusjapom'cusSHARP, 1873, Trans ent. Soc.

London, l873: 55 (Nagasaki ). - SHARP, 1884,

略に入るものと考えられる
H,aliplus (.Halipl inus)
チビコガシラミズムシ

m m u t us T A K IZAWA

' M . SAT , Taxonomic notes on the aquatic Coleoptera of Japan
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Haltpltts mtnutus TAKIZAWA, 1931, In s. Mats.,
5: 140, fg. 2 (Sapporo).  - KAMIYA, l936,
Fauna Nippon., 10 (8-6): 45,  fig. 24.

Haliphls breoior NAKANE,  1963, Fragm. cole-
opt., (6): 25 (Shikatsumura near Nagoya). -
NAKA、tE, 1963, in Icon. Ins. Jap. Col nat ed.,
2 (Coleopt ) : 55, pl 28,  fig 7. Syn n o v.

ah'Plus s� rPz' KAMryA, 1932, Kon tyti, 5 :

207,  pl 7, fig. 8.
Hatiplus rufco11is: KAMIYA, 1940, Rept. l imno-

bio1. Surv. Kwantung Manchoukuo: l l4 ( in
parts).
分布:  日本 (北海道,  本州)。
中根 (1963) が唯一の標本に基づいて師勝付 (名
古屋市郊外) から記載したbro,,iorは, 原色大図鑑
準備のため急いで書かれた様子から原記載は非常に
短い。 そこで図鑑に示された全形と合せて判断する
と,  その特徴としての体形,  前頭のll東な点刻, 前胸
背の短い縦条などは, brei)ior がすでに滝沢 (1931)
によって札幌から記載されているminutusと同じ種
に相当することを示している。
いっぼう神谷 (1932) は, 本種をsharj)1' として
図示したり,  さらに後 (1940) には r liJiconis のシ
ノニムと考えたりもして, 取り扱いが混乱してい
る。なお,  名古屋付近では環境が悪化して,  もうこ
の種を採集することは不可能に近く, 筆者も長年名
古屋に住みながら未だに標本を検する機会を得ない
でいる。

Hatiplus (Liaphlu8) exilnius CLARK
キイロコガシラミズムシ
ai ip1l es  ea 'mt!s  CLARiく ,1863,  Trans  ent.  Soc
London, (3) l :  418 (Deer Is., Tsau-1i-an,
Korea). - R ci」、lBART,  1899, Ann.  Soc. ent.
F rance, 68: 190. - ZIMMERMANN, 1924, E nt .
Bli t t., 20: 132. -TAI IzA、vA,  1931, Ins. Mats.,
5 : 140. - KAM1yA, 1936, Fauna Ni ppon.,
10 (8-6): 42,  fig 20. - Gu1GNoT, 1950, Rev.
franc. Ent., l7: 97.

Haliplus hiogoensis KANO e t KAt、.11yA, 1931,
Trans. Kansai ent. Soc., (21: 1(Hiogo, K o-
l oen). - KAMIYA, 1936, Fauna Nippon., 10
(8-6): 44,  fig. 22.  Syn.  nov.

Haliplus emlnerichi FAl.KENsTRo、l, 1936, Ling.
Sci.  J.  l5: 79 (Szechwan, Ni toutatsien lu ).

Haliplus simple、r: KAM1、'A, 1932,  Kontyu, 5 :
206, pl. 7, fig. 7.
分布: 日本 (本州, 四国, 九州 ), 棚9f平島,  中
国, 台湾。 H enm1'us は, 朝鮮半島の Deer Is.
から記破された種であるが,  大英博物館に所蔵さ
れているダイブ標本を,  日本から記破された hio-
goensis に相当する標本と比較してみた結果, 明らか
な区別点を見出し得なかった。そこで後者をシノニ
ムとして取り扱いたい。なお,  神谷 (1932) の記録
、一た simpie.z・は本種の誤りで,  Gし:lcNoT (1950) は
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emmertchi も本種と同じと考えている。
Haaiplu3 (Liaphlus) koto3honi8 K AN O e t

K AMIYA コウトウコガシラミズムシ
ahPhls otos/1oMs KANO e t KAMyA,  1931,
T rans. Kansa i ent. Soc., l21: 2 ( Kotosho,
Formosa).

Haliplus sp., M. SATo. 1960, Kontyu, 28: 285.
分布: 琉球列島 (宝島,  奄美大島,  石垣島),  台
湾 (紅頭嶼= 蘭嶼)。
原記,?以降記録がなく,  神谷 (1936) は simpler

(実際はsharpiに相当する) と同じであると考えて
いたようである。 しかし, 琉球列島で得られた標本
は, kotoshonlsに同定できるので新記録種としてこ
こに報告する。 確かにsharpt とはやや似てはいる
が, 班紋の出現様式が異なり, 体側に丸味があり,
前胸背の点刻がやや密であることなどで区別でき
る。なお,  地鞘の斑紋には,  かなりの変異が認めら
れ, 基本的には基部の横紋を欠く。しかし, 時とし
て基部に横紋の現れる個体もあるが,  側方前・ 後の
円紋は退化的である。
検視標本: l ex., Takara-j ima,  Tokara Is., 2.

vi l. 1960, M. SATo; 2exs., ditto, 20. vil . 1961,
Y. HAMA; 6 exs., ditto, 2. vi.  l962, M. SAT0;
l ex., Sh in- mura, A mami- 0shima, 19. vi i i 954.
S. H1sAMATsu; l ex., Ishigaki-jima, 5. vi.1970,
T. Hozu、l l (New to the fauna of theRyukyus).
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Fi g 2. IIal ipltls (Liaphlus) of,al ls SHARP
ヒメコガシラミズムシ
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Hallptu8 (Liaphlus) coati8 SHARP
ヒメコガシラミズムシ

Haliplus otlalis SHARP,  1884, Trans ent. Soc.
London, l884:440(Niigata, Tokyo, Yokohama,
Kashiwagi). - ZIMMERMANN, 1924, Et. Blatt.,
20:  74. - TAKlzAwA, l931, Ins. Mats., 5 :
l41. - -KAMIYA, 1932, Kontyu,  5 :  205,  pl.
7, fig. 6. - KAMIYA, 1936, Fauna Nippon.,
10 (8-6) : 46. - ZAITzEv, 1953, Fauna USSR,
4 (58) : 71.

Hatiplussharpi: NAKANE,1963, in Icon. Ins. Jap.
Col.  nat ed.,2 (Coleopt ):55, pl 28, fig 3.
分布:  日本 (北海道,  本州,  四国, 九州)。
地 の班紋にはかなりの変異があり,  中根(1963)
の図示した shari)i は大英博物館で検したタイプ標
本 (横浜) の型に近く,  この種の変異の幅の中に入
るものであり,  かつ真の shar i)i はまったく別の種
である。 この種は中国大陸にも分布しているが, 別
亜種 (subsp. sinicusBALFouR-BR0、、'NE) として区別
されている。

Haliplu8 (Liaphlu8) sharpi WEHNCKE
マダラコガシラミズムシ

Hatiplus sharpi  WEtlNcKE,  1880,  Stett.  Ent.
Z., 41: 74 (China). - ReGIMBART, 1899, Ann.
Soc. e n t . France, 68:  l89. - Z!MMERMANN,
1924, Ent.  Bl iitt., 20: 131. - TAK!zAwA, 1931,
Ins. Mats., 5 : 142. - ZAITzE、', 1953, Fauna
USSR, 4 (58) : 75.

Haliplus tsz?ktishiensisYosHIMuRA, 1932, Mushi,
5 : 102 ( Kashi i, Chikuzen). - NAKANE, 1963,
in Icon.  Ins. Jap. Col na t ed., 2 (Coleopt )
: 55, pl 28,  fig 4.

Hal iptus simplea: KAMlyA,  1936,  Fauna Nip-
pon., 10 (8-6): 48. - KA.、l lYA, l940, Rcpt.
limnob io1. Su rv. Kwantung Manchoukuo:
114,  fig. 3.
分布:  日本 (本州, 四国, 九州), 中国。
a sharpiのタイプ標本を直接検する機会を得な

かったが, SHARP, R laGIMBART などの同定になる標
本と日本でtsukushiensts としている種と比較した
が両者は同一極と考えられる。神谷 ( l936、 がsim-
fe.r とした類は, かなり混乱して用いられているよ
・, であるが,  記破と図から判断してこの報文中に示
1. たンノニミックリストのように処理してみた。
学名を整理したついでに,  日本産コガシラミズム

,科の検索表を作ってみたので,  同定の便を考えて
」1、下にJしておきたい。

日本産コガシラミズムシ科の属および種の検索
1 (4 )  , の後半に亜縫合線を有する。 小腮枝の

先端節は他節より長い。後基節板は腹部第 l
~ 5 節を,組い, 側象表は縁取られる。雄交尾器
の左側片は緑毛を欠き, 先端に付属実起を具
えない一ー一Peitodytes コカ'シラミズムシ属
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Fig 3. Hal iplMs (Liap1l11s) sharPi WEHNCKE
マタ'ラコガシラミズムシ

Fig 4. Hal ij)11‘s (Liap1l11‘s) kotosho川s KANO
et KAMIYA コウトウコ力'シラミズムシ

( 趨 斑紋の最もよく発達した型)

4

2(3 )  頭頂に黒紋を有しない。 鞘点刻列の個々
の点刻は大きい。後基節の後縁は著しく突出
する
- P. intermedius (SHARP) コガシラミズムシ

3 (2 )   頭頂に2 個の黒紋を有する。 地鞘点刻列の
個々 の点刻は小さい。 後基節の後縁はわずか
に突出する
- P. sinensts ( I-IoPE) シナコガシラミズムシ

4(1 )   地輸に亜縫合線を有しない。小腮校の先端
節は他節より短い。後基節板は腹部第 1 ~ 3
節をlitい, 個1 緑は緑取られない。雄交尾器の左
側片は縁毛を有し, 先端に付属実起を具える
- - - -・・Haliplusヒメコ力°シラミズムシ属

5(8 )   前胸背基部両側に短い縦条を具える。後9
節内側の削毛列を欠く。 (Haliplinus)

6(7 )   地 は肩部が側方へあまり拡がらないの
で, 体は補一円を呈する。 頭頂の点刻は密であ
る H (H )
f'a om'cas SHARP クビポソコガシラミズムシ

7 ( 6 ) 輸は111部が側方へ丸く拡がるため, 体は
やや丸味を呈する。 頭頂の点刻は組い

H (H )
'n inutus TAKIzA、、'A チビコ力' シラミズムシ

8(5 )   前胸背基部両側の識条を欠く。後 節内側
に剛毛列を有する。 (Liai)hlus)

9 (10)   1 には黒紋を有しない一 - - - H. (、L. )
e.n mius CLARK キイロコガシラミズムシ

10(9 )  地總には明a素な黒紋を有する。
11 (12)   系途合線に沿った黒色部は細く, 合着した中

央の紋は円形であまり大きくならない。地鞘
基部の横紋を欠く。体長約4 mm - - - - -

- 3 -
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ーH ( L )oυal ls SHARPヒメコガシラミズムシ
12(11)  縫合線に沿った黒色部は太く, 合着した中

央の紋は方形で大きく斜め前方へ延び小紋に
連なる。体長約3.5 mm

13 (14)  111解iの黒紋は中央で明H素であるが側方では
退化的で, 基部の横紋を欠く場合が多く, 側
方の基部および先端部の円紋および中央紋よ
りやや斜め前方の紋はあまりはっきりしない

a (L ) otoshoms KANO
et KAMIYA コウトウコガシラミズムシ

14 (13) 鞘の1111.紋は明aftで,  基部に横紋を有し,
側方の円紋および中央紋よりやや斜め前方の
紋がはっきりしている一ー一H.  (L ) harpi

WEHNcKE マダラコガシラミズムシ

Fami ly Noter idae コツブゲンゴロウ科
HI,drocoptus (Neohlldrocoptus) biuit ti8
MOTSCHULSKY
キボシチビコツブゲンゴロウ (新称)
ydrocoptus iυtftts MoTscHULsKY, 1859, Etud.
ent., 8: 44 (Colombo).

Hydrocoptus (neohydrocoj)tus) biuittis: M. SATo,
1972, Anni s.  h is t. -nat. M us. na t n hung.,
64: 143,  fig.  1.
分布:  口本 (本州),  台湾,  中国南部, ベトナム,
タイ , ビルマ, スリランカ, インドo
東南アジアに広く分布する種であるが,  最近台湾
から YA?o et al. (1984) によって記録された。 しか

0青森県十二湖のミズギワゴミムシ ( ミズギワゴミ
ムシ分布資料 5)
流れの水辺にすむ種類は個体数も多く広く分布す
るものが多い。一方, 止水域にすむ種類の分布に関
しては調査が充分とはいえな'. 、。 そこで特に珍しい
極類が得られたわけではないが, 青森県十二測の調
査結果を報告しておきたい。

20. vi . 1979, 青森県一l・二測, 筆者採集。
1. ウスオビコミズキ°ワゴミムシ Paratachys seri-

cans (BATES), 10頭o
2. セダカコミズギワコ' ミムシ a a ropus m

'

p-
pomct‘s (HABU et BABA), 1 頭o

3. 、クスモンコミズギヮゴミムシ Tachyura fusel-
cauda (BATES), 2頭o
コミズキヮゴミムシ類は, 従来 Tachys一属とし
て扱われてきたが, 」:i;孔点列の排列状態, ・地端満の
位 , 下

一節の限状孔の有無など, 多くの特徴に
より比較的楽にいくつかのグループに分けられる。
そのため最近では, いくつかの属に分割する方法
が試みられ支持される傾向にある。 筆者も同意見で
ありここでは ERwI や KRyzHANovsKYの論文を参
考に属をとり扱ってみた。なお Eotachysは ER、、'IN
により Paratachysのシノニムとされていた。ま
た Tachytlra を Elaphropus に含める考えもある
が, 区別しておいた方がょぃと思う。

第 65 号 (1984年9 月)

しすでに本州でも採集されていたもので,  日本新記
録種としてここに報告する。
体長3 mm。体は黄褐色で,   頭部の中央に不明n素
な黒小円紋があり, 前胸背前縁は幅狭く黒色となる。
は黒褐色で,  両側は幅広く波状に,  各中央は長

精円形に1f1程;色。
検視標本: 2exs., Gonodo-i ke, Aichi Prof., 2.

v . 1962, Y . TA1usAK1; 3 exs., d i t to, 9. v i. 1963,
Z. NARし'SE; 1 ex., (1itto, 9.  vi. 1963, M. SATo
(New t o the fauna of Japan).

HI 'drocoptus (.al 'drocop tus) 8ubt' itt ulus
MOT sCH ULSK、- チビコツブゲンゴロウ (新称)

Hydrocoptus subt,加ulus MoTscHULsKY, 1859,
E t ud ent., 8: 43 (Colombo).

Hydrocoptus (Hydrocoptus) subl tt tu lus: M .
SATo, l972, Annis. h is t. - n a t . M us. n a t n .

hung., 64: 144,  fig. 2.
分布: 琉球列島 (伊是名島,  西表島),  中国, ベト
ナム,  スリランカ,  インド,  スマトラ,  ジャワ。
東南アジアで水田などに普通な種であるが,  今回
琉球列島から始めて記録されるものである。
体長2.4 mm。 全体黄掲色で, , n ,軸はやや濃色と
なるが,  1,1,J側,  地端部および基部1/3 辺りの斜に長
い帯紋は不fifi 明に淡色。
検視標本: 7 exs., M itara, I riomote--jima, 8.

viii.1962, M. SATo et Y. ARITA; 1 ex., Jitchaku,
Izena -jima, 4. vii i. 1978,  Y. Kusし,1 (New to the
fauna of the Ryukyus). (名古屋女子大学)

4. ヒメ マダラケシミズキ' ワゴミムシ Bembid ion
octomaculatum (GoEzE), 4 頭o

5. 力' i:' アミズギヮゴミムシ B ga11oisi NEToLl -
TzKY, 1ex. (東京都港区, 森田誠司)

0增富温泉のチャイロコガネ
1984 年5 月26~27 日にかけて,  山製県增富温泉
付近において採集されたチャイロコ力' ネについて報
告する。
1. オオタケチャイロコ力°ネ Ser icam'a o ta ie i

SAwADA, 6 , 2 が採集されたが, このうち
7 頭までは, 灯火採集によって得られた。

2. セスジチャイロコ力'ネ Serfcam'a suturah's
NoMuRA, 1 , 1 。增富温泉よりやや 高の高い
金山付近の力ラマツ植林地に残ったォォバヤシ1,
ブシと思われる樹上でビー ティングによって得ら
れた。

3. キラチャイロコカーネ Ser icania kirai SA、vADA,
1 , 1 0

4. ツヤチャイロコ力' ネ Ser icania uigtda uigi-
da NIリ1MA et KINosHITA, 2 o

5. ヨツバチャイロコガネ Serf'caM'a guadr ifoli-
a ta (LEWIS), l 。

末筆ながら, 本稿を書くにあたり, 貴重な標本を
恵与下さった, 東京農業大学Ia虫学研究室の話氏に
お礼中し上げる。 (東京都練馬区, 小林裕和)
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いわゆる 'チュウジョウァオゴミムシ ' について
原 須磨生

チュウジョウァオゴミムシ Chlaenius (Lissau-
chem'us) c/1uf i JEDL1:KAは, 台湾の台北産1 雌の標
本に基づいて1946 年に記 された ァオゴミムシで
ある。 わが国で本?l とされるものを初めて屋り、、島か
ら記録した佐藤 (1972) は, ''f真をそえてその要形
を紹介し, 笠原 (1980, 1981) は八重山:i活島の与那
国島と石垣島に産することを報告した。また, HABU
(1981) は,  屋久島産1 雄と沖組島産1 雌の標本に
基づいて詳細な再記i酸をぉこなぃ,  日本産の個体に
は原記破と異なる点があって, それが地理的変異に
よるものか否かは証明できないと述べている。
しかし, chujiの原記4?に付された全形図は,   日

本産 “chuj i” とはい
ささか異なるものであ
って, HABU (前出) が
相違点として挙げた頭
部と前胸背板の側緩の
色彩や体長のほかに
も, 原記i破によれば,
上1111 の長さは前胸背板
の長さの2.5 倍; f紋
の位置は “ placee a

peu pres du mil iu ”
とあるように上,地の中
央近くにあるが,  日本
産 “chuj i”の上通は
長く, 前胸背板の長さ
の2. 8 f害; 班紋は明ら
かに後方にあって, 中
央よりとはし、 いが た

女子大学の?i藤正 数授にお願いして, 台湾産 chu-
Ji と日本産“c�i f i”の願本を大英博物館に �る r
fifemoratusの模式標本と比較し,   その?j真を撮影
してきて頂くことにした。その結果, やはり口本産
“chuj i”は rt‘f femoratus と同じか,  少なくともそ
の地方型とみてよく, 台湾産 chujiは JEDLleKAが
原記破中に述べているように, ANDREwEs に異同を
間い合わせた C. ( L ) medioguttatus CHAUDOIRに
より近縁であることが,  medioguttatus のいくつか
の標本写真によって判明した。

C rufifemoratusの模式標本 (図 l ) は, 上地が少
し開いているためもあって,  日本産のものより幅広

く見えるが,  体長 11
mm, 体頼 3.5 mm で
日本産と大差なく, 色
彩や頭部と前胸背板の
形状, 上地の班紋の位
置,  とくに第6 間室で
後方にやや実き出し
ている形なども日本産
の個体とほぼ同じであ
る。 節と對i節が黒
く,  日本産がぉぉむね
黄赤褐色である点は異
なるが, 八重山産の個
体には後肢が暗化して
いるものもあり, 台i;
の天祥産 l 雄の標本
は, 後脛節が暗色をお
び, 後出i節は黒褐色で,

い。 さ らjこ' 石田正明 図1 (左). ホソキ;1、 シアオコミムシ c /, /aeM,s (Lissaaf /,e,,;,‘s) n‘f _ 肢の色彩は地域堰A?に変
氏のご好.?'、で検するこ fe,noratus (MAcLEAY), 1実;?:標本, ジャワ産 (大英 化があるものと思わオl
とのできた台湾の南Ill 物館)。佐藤正・If 1111影 る。
j ﾀ産1  雌の l本(図4 ) 図2(右) . 同, f ﾉ美大島産,  1895  年 FERRI t採集 (パリ白然史ll抹ｨ館 残念ながら基産地や
は, 色彩はもとより体 OBERTHuRコレクシ Jン)。佐藤正 : i般影 その周辺の標本が入手
形も原記破とよく一致するもので,  これを (huj i と できないので,  日本産個体との細部にわたる異同を
すれば日本産“chuj i”は明らかに別種といわざる 検一、iし, 種として区別すべきか否かを決定するこ
をえない。 とはできないが, 以上の結果から日本産 “chuj i”は
ところで, chuj i の所属する L issauchenttts .1;座属
は, MAcLEAY (1825) がジャブから ruJifemoratus
を記載するにあたって,  これを機式種として創設し
たもので, はじめョツポシコ' ミムシ属 Panagaeus
の,Ill属とされていたものである。 MAcLEAY の原記
i彼は簡単なものだが,  大英博物館 ( 自然史)  に保
存されている模式標本の l 雄について ANDRE、VES
(1919) が詳しく再記載をしており, これと彼のジャ
ワ産アオゴミムシ属の検索表 (1941) をあわせて参
照すると, 日本産 “chuj i”は肢の色彩を除けば, む
しろこの ru◆f j femoratus MAcLEAYによく合致する。
そこで, 折から渡欧されるところであ ,) た名 ,ti屋

ruJlfemoratus MAcLEAY と同定し, 和名も HABU
(前出) が与えた「ホソキポシアオゴミムシ」をもち
いて真のチュウジョウアオゴミムシchuj i JEDLleKA
とl f別すべきだと思うので, 以下のように整理して
おくことにする。
本稿に関し, いつもながら愁駕なご指導を製l・リ った
国立科学博物館の上野俊一博士, ならびに滞欧中の
費重な時間をさいて標本探査と撮影の労をとられ,
多大なご援助を見易つた名古屋女子大学の佐藤正.ｦ ,教
授に心から感謝の意を表したい。 また, 貴重な標本
をご恵与くださった石田正明, 西山 明, l f田達己
の諾.「〔1 に厚くお礼中しあげる。
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オ、ソキポシァオゴミムシ Chlaenms (Lis8au-
chenm8) rufifemoratu8 (MA( LEAY)

Panagaeus (Lissauchentus) r tftfemoratus MAC-
LE、、・, 1825, p. 13, t. 1, fig. 1 (Java).  Chlaenius
(Lissauchemus) ru f femoratus: CH、uDo lR, 1856,
p.  l98; 1876, p 35. - ANDRE、VES, 1919, pp. 136,
137; 1941, p. 303. Chtaent t s Lissauc/1enius)
rufofemoratus: Cs1K1, 1931, p. 937. Chlaen ius
chujoi [sic]: 1;-藤, 1972, p 34.  Chtaemus c/fuj i:
.﨟A !沢 1975, pl 7.一笠原, 1980, p 6; l981,
p 65,  pl 7, g. 1.  CMaem'Ms (CMaem'us) c f' i:
HABU,  l981, pp.  16-19,  figs 4 - 8.

雄の下1flf 末端節は基部が内方へ鐵く屈折し,  j手:
形。外緑は幅広く,  その全面が深くll']む舟状の特異
な形態で, 本極と,nl属の標徴として重要である ( 図
3 )。本種はァオゴミムシ類としては生態的にも変
っていて,  しばしば車木上に見られ,  lilt き網で採集
されることを黒沢 (1975) と笠原 (1980) が報告し
ている。個体数は多くない。なお,  佐藤教授がパリ
自然史博物館で撮影された標本写真の中に, FERR1t
が1895 年に 美大島で採集した1 頭があり (図2),
OBERTHUR コレクション中の C.  medioguttatus と
同じ所に保管されている由。
国外での本極の記録は少ないようだが,  MANDL

(1978) は,   ヒマラヤのシッキムとその周辺から li lt
極 bhutanensisを記般し,  同時に C. lynr CHAu-
DoIR を本種の 種として力トマンドゥーから記録
している。 しかし,  1νnr は HABし' (1982) が C
bimaculatus DEJEANのfill種としたようにruf femo-
ratus とはまったく別極であり,  タイワンアトポシ
アオゴミムシの和名でわが国でも JJ {球から知られて
いるもので, MANDL の処置には納得できない。
分布: 屋久島, fリii球 (奄美大島,  沖繩島, 石垣島,

ti那国島) ; 台i f i,  ジ i, フ,  クイ,  インド。
・検視標本:  2 , 11. iv.  1980; 1 , 13. i、・.

1980,  lj-那国島字良部「fl。 1 , 26. iv. 1980,  1( I
t-ii島於茂登 i,  以上筆者採集。  1 , 21. iv. 1977,
イ.i垣島於1?i登, 1・田達己採集。  1 , 29. v. 1980,
台湾天持, 西山 明採集。

図3. ホソキポシアオコ' ミムシC. (L ) r ftfemorat s
(MACLFAY), の下1t i '験。

第 65 -1, (1984年9 月)

チュウジョウアオゴミムシ Chlaenius (Li8sau-
aheniu8) chuj i JaDLleKA

CMaemus (Lissauc�ml m C/1uf i JEDL1eKA,
1946, p 4, pl. 1, fig 2 (Taihoku) .
雌。体長10. 3 mm。体幅3.5 mm。頭部は赤銅光
沢が強く,  前胸背板は光線の向きによって緑銅か赤
銅色に光る。 側 は細くiti色。側縁満にそって青緑
鋼色に光る。 上i番 と大腮, 柄節と末端部を除く触角,
腿節先端部, 座節, 開節は暗掲~暗赤 色(. 腿節は
1黄赤掲色。前胸背板は前種より丸く,  より強く前後

図 4. チュウジ・ ウアオコ' ミムシ Chlae,u1‘s (Lissat-
c/,e,u' t‘s) chuj i JEDLIli1(A, 台湾南山 産 。

に狭まり, 後角はより鈍く, 丸い。頭部と前胸背板
の点刻は前極によく似ている。小糖板は中央がll,ll
む。上1地は前胸の長さの2.56 倍 ( 前種は2.75 倍)。
長さは の1.7 倍 (前種は1.83 倍)。間室の点刻は
前種より大きく, 密。班紋は上翅のほぼ中央, 第4
~ 8 間室にある。 1度部腹板末節の後縁は,  両側が
湾入し, 前種に似ている。  近縁の medioguttatus
CHAuDo!Rは, 前胸背板が緑銅色。基方へより強く
狭まり, 後角がさらに鈍い。肢は黄褐色。
分布: 台湾。
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検視標本: 1 , 20.  v.  1974,  台湾南山漢,  社
欽電採集。
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0訂正と補適
筆者らは本誌62 ,i (1983) に, 「コウ トウチビク
ワ力' タについて」と題してr期l與産の Figulus fissi-
couis FAIRMAIREを記録,  解説したが,  その後いく
つか気付いた点があるので､h  足しておきたい。
まず, 本極とは直接関係ないが, l期l與に産するク
、フ 力' タムシ科中 の中で, オニツヤク、フ力'タ Odo,1-
tolabis slυa HOPEについては触れなかった。 これは
すでにCHtiJo (1940) の記録があるものの, 疑間種
として半ば要諶Eしていた tf i習に従った扱いをしたも
のだが, 最近, 同島における確実な分布が確認され,
本誌63 号にm中和J-:氏も報告している。
次に,  コウトウチビクワガタに関する記録だが,
相1稿の中では2 細を引用し, 特に本種の蘭l與初記録
となった M!、VA ,,ll, CHtiJo (1936) の目録の所で, そ
れ以外の報告は見あたらない旨を記した。 しかるに
ll 録発行よりおよそ1 年後に鹿野患雄博士自身によ
っても記録, 図示されており, 者らは迂 にも引
用しなかった。鹿野博士は, Figulus lattcouis REl-
cHE を , iv. 1936. のデータと共に記録してお
り,  これは Ml wA ‘f CHuJo のデータ (May, l936)
と食い違うものの, 恐らく同一の顧本と思われる。
また, 図を検‘1:tするとやはり' 者らの,J、- した ftsst-
coll isの特徴とよく一致しているので,  平111 (1939)
の報告以前に, す、_にコウト、クチビクワガタと称す
べき甲虫の存在は判明していたわけである。  従っ
て, ? 者らの報告における本種の扱いに変更はない
が, 参照しなかった;a l受はお詫び中し上げる。 末筆
ながら, 文献について御教示いただいた鹿児島大学
の中性l lv  彦网l:  上に御礼中し上げる。
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0タマムシ類3 種の加害植物
過日,  細川l告可, 助永隆雄両氏より各地産の材中

]: り羽化脱出したタマムシ期の顧本を頂破したが,
その中に記録するに値するもの着干があるので,  以
下に報告しておく。 f l重な標本を頂いた上記画∴黷
深く感謝する。

1. ム ッポシタマム ., Chrνsobothr is succedanea
E.  SAuNDERs, 1873. 2頭, 素良春l_1山, iv. 1983.
細川1,t1可採集。1983 年4 JI 26 口採集のイスシデ材
中より羽化脱出。

2. クフ ナ力' ター、' ム シ Agr ilus ko,,1areki OBE?-
BERGER,  1925. 1頭, ',1岡ILl英彦ll l, 23, iv. 1982.
動永降雄採集。1981年5 JJ5 11採集のハイノキ材中
より羽化脱出。従来の記録はク'フとハルー一レである
が,  ハイノキの記録は今回が最初である。

3. アオグロナ力 タ、ムシAgritus tl ir idiobscurus
E. SAuNDERs, 1873. 1頭, 愛知県豊田市山中,  24.
iv.  1983.  細川浩司採集。ヒメヤシャブシの材中よ
り羽化脱出。 (」一t1,l' l',1,神戸市, 伊藤 武)
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0ムツキボシッッハムシの採集例
ムツキポシツツハムシCryplocephatus  o/1noi

KIMoTo は, 最近新種として記1破されたッツハムシ
で, 上翅の斑紋はキポシツツハムシC. perelegan
BALYに非常に良く似ている。原記破に使用された
願本は山11.県增富と東京都大岳山のそれぞれ1 個体
ずつであるが, 筆者は後者の大岳山に近い御岳山の
本種の標本を所持しているので記録してておきたい

1 9,  東京都青梅市御 山 (標高700m付近),
29. vi i i977, 新里達 採集。広葉樹の生葉のスウ
ィ ーヒングで得たものであるが, 採集直後に付近を
集中的にt・黷ｵたにもかかわらず追加個体は得られな
かった。 (東京都板橋区, 新里達也)
0クワガタムシの寄生i i
過日, 中村芳樹氏のお宅にお伺いした折に, オオ
クワガタの幼虫についていた蘭から羽化したと云う
ツチパチ科の1 種の標本雌雄を頂きその蘭を見せて
頂いた。 ツチバチ科の種類はいずれもコカ' ネムシ科
の幼虫をll:fる1」人蜂であるが, 今までにクワ力' タム
シ科の幼虫を持ると云う報告はない。クワガタムシ
科もコカ' ネムシ科も同じ、角類 (Lamell icornia) に
属するから当然ではあるが,  ツチバチ科の1降がクワ
ガタムシ科の幼虫も狩ると云うことは,  クワガタム
シ科も場合によっては広義のコカ[ネ �シ科に含め
ることを示している。 これは極めて重大な事実であ
る。帰宅後早速このッチパチ科の1 ﾉの種名を調べ
た結果, 次の種類であることが判明した。
アカスジッチパチ Scot ia (Car inoscolia) fasci -

;l a t a SMITH
1 , 山梨県北 t if事i部明野付, 7. vi. 1982, 羽化

(東) i ), 中村;lf樹採集;  1 ,  同上, 25, vi. 1982,
羽化 (東, , ), 中村 )J二樹採集。
ツチバチ科に属するまtは容生峰と云うよりは, む
しろ原始的な持人l降_で, 土中にItl  りコカ'  ネ �シ類
幼虫を探し当てた雌l降. は幼虫を麻l時i させてその体表
に産卵, やがて船睡から覚めた幼虫は卵を背ft った
まま活動するが, 卵から解化した幼虫はコカ' ネムシ
の幼 を食べて成長し, やがて蘭を造って如1化する。
オオクワガタの幼 は比較的使いクスキなどの本5木
中に生育するが,  アカスジッチパチの雌がどのよう
にして目的の幼 を探り出し産卵するのか, その機
構を知りたいものである。

( 国立科学博物館, 黒沢良彦)

昆虫の器具は「志資昆虫」へ
口本ではじめてできた有頭 虫針! !
1, 2, 3, 4, 5号 (各,-100本180円)
なお, 有頭針00,0号もできました。その他, 採集
標本整理用各 ｣一器只. も取描lえてあります。
〒 150 東京都渋谷区渋谷1 丁日7 - 6
電 ‘活 (03) 409 - 6401 (ムシは一ばん)
振 替 東京 21129

志賀_昆 普及社

第 65 号 (1984年9 月)

0キョウ トコチビシデムシの雄交尾器について
キョウトコチビシデムシSciodrepoides tsuka''to-

te l NAKANE は,  1956 年に京都置・船を模式産地とし
て記載された種である (西京大学学術報告, A,  2:
l60, pl. 1, figs 8--12)。本種の雄交尾器は, 中片が
槍形で太く,  多少非対称に頂部前でふくらみ頂点は
尖る。側片は先端に長い細毛を有し, 通度に長く, 基
部においてかなり肥大して基片を取り巻いている。
筆者は,  この側JIL先端の細毛が図のような状態と
なっている1、}沢産, 高尾山産の計3 雄を観察してい

る。 原記載には雄交尾器が図示され
ているが,  文章上の記 はなく, 図
r、 された側片先端の細毛も各 l 本で
ある。また HAYAsHl ( l969) は 美
大島からハヤシコチビシデムシ S
dubius Y. HAYAsH1 を記破した際,
本種に近いことを述べ比較を行って
いるが,  この点にはふれられていな
いので, あるいは交尾器の異常なの
かも知れない。 試みに他の個体の雄
交尾器を手持ちの実体顕微鏡で 160
倍程に上げて検鏡してみたが, 互い

に密着して一見1 本のように見え, 実は同属のァル
フスコチビシデムシ S alPestris JEANNEL のように
2 本あるものなのか否かは判然としなかった。
ただし世界中の種を対象にチビシデムシ科の新種
記載, 再記,使を精力的に行っている Dr. SzYMczA -
KowsKl の論文中にも新種記載では細毛を2 本に図
J、- し, その再記破では1 本などという事例もあり,
それほど重要な標徴ではないのであろう。 以上のよ
うに甚だ不充分な観察ではあるが,  とりあえず図を
付して報告しておきたい。

( 神素川県識漸市, 西川正明)

甲虫談話会
会費 (- ーケ年) 2000円, 次ノーは1111下 ,J発行予定

投稿,<'切は10 JI 20 n
発行人 .'I'沢良彦
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タツミの昆虫採集器具
ドイツ型標本'i ii  木製大 ￥ 5,000, 和1合板製

インロー型標本ii i中 ￥1,700, 送料一1;11にっき都
内及第一一地・l ; : 3 個以-ド￥1,300,  4 個以上￥850
(以下同様), 第2 i也・l:￥1,500,  ￥950, 第3 地帶
￥1, 700,￥1, 050, It他, 各極器-[l, 針などを製作
ll反売してます。カタログを御請求下さい。( ￥60)

タ   ツ ミ   製  作  所
〒 113 東京都文京区11j島 2-212-25

電 ,fifi  (03)811 - 4547, 振替 6- 113479


